
















2007年 5月 27日
主催：社団法人立川青年会議所　きづく・たちかわ委員会

後援：立川市

氏 名 討議グループ

午前

午後

「ご近所のチカラ、求ム。」
プログラム



ご挨拶
社団法人立川青年会議所

きづく・たちかわ委員会 委員長　金子　幹広

　本日はご多忙の中「wellvoice たちかわ市民討議会」にご参加いただき、ありがとうございます。

　（社）立川青年会議所きづく・たちかわ委員会では、都内の各青年会議所と連携し、多様な人々によっ

て熟慮された声を社会に向けて提示する、新たな市民参画手法として「市民討議会」を地域にむけて

提唱していくこととなりました。

　皆様が楽しく、かつ有意義な時間を過ごせるよう、プログラムにはさまざまな工夫を凝らしました。

　新しい試みであり、不慣れから至らぬ点も多々あろうかとは思いますが、どうぞ最後までおつきあ

いくださいますよう、どうぞよろしくお願いいたします。

市民討議会とは
　住民基本台帳などから無作為に選んだ市民に「ある問題」に関する客観的な情報提供を行い、さら

に 5人程度のグループで議論した後に意見の抽出と投票を行い、その結果を一般市民の意見として

行政に提出・公表していくものです。従来の公募型市民会議やパブリックコメントなどの仕組みでは

拾い上げられなかった「サイレント・マジョリティ（声なき多数派）」の意見を聞くしくみとして、

また従来の世論調査では得られなかった「よく考えられた」意見を聞く新しいスタイルとして、全国
各地で注目されています。

従来の公募型市民会議
結果的に一部の人々・団体の声しか
得られない

市民討議会
無作為抽出によって選ばれた人々が、
行政や利益団体の声を聞いた上で議
論を行い、意見を形成する。一般市
民によって熟慮された声を得ること
ができる

世論調査
無作為抽出であるが、人々がよく
考えた声ではない



市民討議会の結論の出し方（写真はイメージです）

講師（情報提供者）から情報と知識を得ます。

小グループに分かれて討議を行います。

各グループより意見の発表を行います。

全体での投票により、意見の傾向を把握します。

小テーマについて繰り返し、後日報告を作成します。

市民討議会のねらい・活用について
　本日の「wellvoice たちかわ市民討議会」で皆様にディスカッションいただいた結果をもとに、市
民の声として報告書を作成の上で各方面に配布し、行政、メディア、そして地域の皆様にその「声」

を届けていきます。



市民討議会のルール概略

■全体のルール
1 会場ならびに施設内は禁煙です。喫煙は休憩時間中に指定の喫煙コーナーにてお願いい

たします。

2 情報提供や討議の間は、携帯電話やメールのご利用はご遠慮ください。

3 討議中のパソコン使用や個人による録音、カメラ・ビデオ等による撮影は、原則として

ご遠慮ください。

4 昼食ならびに討議中のお飲物等はこちらでご用意いたします。

5 このハンドブックは回収しませんので、余白等ご自由にご利用ください。

6 お互いは「さん」づけでお呼びください。

■グループ討議のルール
1 討議されるみなさんが気軽に話しやすい雰囲気を作るため、討議者・情報提供者および

運営スタッフをのぞき、原則として討議中の入室を制限します（ただし、主催者側の判
断により関係者やメディアの方々が入室することがあります）。

2 報告・提言資料作成ならびに次回以降開催における PR等のため、運営スタッフが討議
の風景をカメラ・ビデオ等で撮影する場合があります。

3  小グループにおけるリーダーは参加される皆様一人ひとりです。積極的な発言をお待ち

しております。なお他の意見に対する批判を超えるような誹謗中傷はおやめいただきま

すよう、お願いいたします。

4 皆様がディスカッションしやすい環境をつくることを第一に考えております。何かお困
りの点がありましたら、近くのスタッフまでお申し付けください。



【本日のテーマ】

ご近所のチカラ、求ム。̶ コミュニティを盛りあげろ̶

　
　今回の市民討議会のテーマは「駅前デッキと路上演奏・パフォーマンス」です。

　防犯、防災、子育て、環境 ...地域をとりまくいろいろな問題。 

　私たちの暮らすまちには、こうした課題に取り組む身近な「コミュニティ」があります。自治会、

NPO、サークルなど形はさまざま。でも「より良いまちに」との思いはみな同じです。 

　しかし、加入率の低下・高齢化に悩む自治会、スタッフが不足し活動場所の確保にも苦しむ NPO、

メンバーの固定化や活動のマンネリ化に悩む各種団体 ...。「地域の再生」 が叫ばれていながら、多く

の地域コミュニティが、実際には活動の現状や将来の見通しに頭を抱えています。 地域の課題に関心
がある人は決して少なくないのに、なかなか人が集まってこないのはなぜでしょうか ? 

それに地域をよくするのは、やはりそこに暮らす人たちひとりひとりの「チカラ」。こんな現状にカ

ツを入れ、ひとりでも多くの市民が関心をもって加わる「活きのいいコミュニティ」をつくるにはど

のような手があるでしょうか ? 

　専門家や実際に地域活動に携わる市民の方からの情報提供を交え、地域に関心がある人、ない人、

そしてほどほどの人、ランダムに集まった「フツーの市民」どうし、意見を交えてみてはどうかと考
え、今回のテーマとした次第です。

■小グループ討議
グループでご自由に話し合い、4つ以内にまとめてください。机上の付箋はご自由にお使いください。

■発表と投票
各グループの代表者から、グループ討議より集約された意見を発表してください。

最後に、全体で投票を行います。一人あたり 5票が割り当てられます。また、他グループか

ら出されたの意見にも投票できます。

多くの票を得たアイデアほど、多数の人々の共感を得られた意見として提示されます。



いま、地域をとりまく課題について
  防犯、防災、教育、福祉、環境、お祭りなどのイベント…日々の暮らしや人との関わりの中、いろ

いろな問題やテーマがあると思います。皆さんの地域やでは、いま、どのような取り組むべき課題や

興味をもつテーマがあるでしょうか ?

コミュニティ活動が直面する問題
  市内には自治会やNPO、社会教育団体、サークルなど、さまざまな形のコミュニティがあり、それ

ぞれが関心をもつ課題に活動を行っています。しかし「地域の再生」に対する市民のニーズは高いに

もかかわらず、現実には加入率の伸び悩み、運営スタッフ・活動場所の不足など、「活発化どころか、

維持するので精一杯だよ ...」という声が聞こえるコミュニティは少なくないと思います。

このように、地域のコミュニティの活性化が思うように進まない理由について、実際にコミュニティ

に関わっている「内側」の人、若者、マンションなどの新住民、サラリーマン家族など、「外側」の

人それぞれの観点からどのようなことが考えられるでしょうか？

コミュニティの活性化に向けた妙案とは ?
　世代、性別、職業、このまちに暮らしてきた期間…　地域に暮らす人々のバックグラウンドはバラ

エティに富んでいます。こうした多彩な顔ぶれや意見が交わる「活き」のいいコミュニティを形づく

るには、どのような「妙案」があるでしょうか ? 



情報提供者

菊池　美代志氏　帝京大学文学部教授

井上　隆一氏　立川市　市民活動課　市民活動係　係長

宮本　直樹氏　市内在住市民・会社員（市民活動センターたちかわ　運営委員）

浅見　知明氏　立川市　企画政策課　主査

資料ご提供
立川市　市民活動課
同　　　企画政策課
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総評・謝辞

帝京大学教授　　菊池　美代志氏
立川市市民活動課　　井上　隆一氏
補足説明

情報提供 たちかわ市民　　宮本　直樹氏






